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「学び」の〈場所〉についての一考察
―高知県高岡郡梼原町立四万川小学校の実践に着目して―
Consideration of〈Place〉of “learning” 


















































































































































































































































































































































































































































































































































　こうした中で、平成 15 年度の 6 年生 8 名は、高知市の龍馬生誕の地から四万川の韮ヶ峠まで
（104km）の、「坂本龍馬脱藩の道」を歩き抜くという大きな挑戦を計画した。「坂本龍馬脱藩の
































4. 2. 1　2 回の「脱藩の道ウォーク」
　子どもたちにとって、「脱藩の道ウォーク」がどのようなものであったのか、それによって子
どもたちがどのように変容していったのか、ということについて、「脱藩の道ウォーク」から約
1 年経った、中学 1 年生の子どもたちへの聴き取り 29）と平成 16 年 8 月 12 日に行われた「先輩




　聴き取りをした 5 人の子どものうち、「1 回目と 2 回目では、どちらの『脱藩の道ウォーク』
が強く心に残っているか」の質問に対し、3 名が 2 回目、1 名が 1 回目、1 名が両方と答えた。
　1 回目と答えたのはG児で、1 回目の初日に熱中症でリタイアしてしまった子どもである。こ
の出来事は、G 児彼にとっても、また周りの子どもたちにとっても大きな事件であった。両方
と答えたのは Y 児で、Y 児はその理由として、「1 回目は、友だちに助けてもらい、2 回目は友





4. 2. 2　1 回目の「脱藩の道ウォーク」
　受苦的経験




























　G 児が熱中症で倒れたとき、Y 児も他の子どもたちと同様に「急に G 児君が具合が悪くなっ
てただ見てあげているだけで、何もしてあげられなくてかわいそうだった」と言う。しかし、
実はこの時、Y児も昼食をあまり食べることができず、「自分も昼からつらくなった」そうであ














































































































































　平成 16 年 8 月 12 日、平成 16 年度 6 年生は、「脱藩の道ウォーク」を成し遂げた平成 15 年度
6 年生を教室に招いた。先輩から、「脱藩の道ウォーク」に対してのアドバイスを受けるためで
ある。平成 16 年度の 6 年生も先輩の姿にあこがれ、「脱藩の道ウォーク」への挑戦を決めた。1
回目の日時は、8 月 27 日から 29 日である。
















































































































































































































































29）この節で引用されている子どもたちの言葉は，特に注釈がない限り，2004 年 8 月 26 日，梼原町立四万
川小学校で行った聴き取りからのものである。
30）第 13 回日本生活科・総合的学習教育学会全国大会（高知大会）課題別研究発表 L 分科会での A 教諭
による報告，2004 年 6 月 19 日，於；高知大学教育学部附属中学校
31）四万川小学校の運動会は , 四万川の地区運動会でもある。地区運動会としては，「三養体育祭」と呼ば
れている。
32）この話し合いの様子は，平成 15 年度「四万小だより」No.46，平成 15 年度 9 月 16 日発行に記載され
ている。
33）運動会の様子は，平成 15 年度「四万小だより」No.49，平成 15 年 9 月 29 日発行に記載されている。ま





35）平成 15 年度『四万小だより』No.73，平成 15 年 11 月 19 日，梼原町立四万川小学校発行
36）平成 15 年度『四万小だより』No.74，平成 15 年 11 月 20 日，梼原町立四万川小学校発行
37）第 13 回日本生活科・総合的学習教育学会全国大会（高知大会）課題別研究発表 L 分科会での A 教諭
による報告，2004 年 6 月 19 日，於；高知大学教育学部附属中学校
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38）『小学校学習指導要領解説　総則編　平成 29 年 6 月』　文部科学省
 http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/07/12/1387017_1_1.pdf
39）上掲，小学校学習指導要領　総則編』p.5
40）小西正雄『教育文化人間論―知の逍遥／論の越境』2010，東信堂，pp.58－59
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